
【
さ
ら
な
る
景
気
後
退
を
招
く
消
費
税

は
中
止
す
べ
き
】

　

 　
消
費
税
導
入
か
ら
25
年
が
経
っ

た
。
社
会
保
障
制
度
は
、
改
悪
の
連
続

で
あ
る
。
来
年
度
で
国
民
が
納
め
た
消

費
税
の
総
額
は
２
６
４
兆
円
、
同
時
期

に
法
人
三
税
が
２
４
６
兆
円
減
少
し
、

消
費
税
は
福
祉
の
た
め
で
は
な
く
、
大

企
業
減
税
の
穴
埋
め
に
さ
れ
て
き
た
。

現
在
、
消
費
税
を
完
全
転
嫁
で
き
な
い

50
・
８
％
で
、
消
費
税
が
上
が
れ
ば

69
・
２
％
が
完
全
転
嫁
で
き
な
い
と
し

て
い
る
。
こ
の
天
草
市
で
消
費
税
が
３

％
〜
５
％
に
増
税
さ
れ
た
際
に
市
民
所

得
、
所
得
税
、
固
定
資
産
税
等
の
影
響

が
あ
っ
た
は
ず
、
今
の
５
％
か
ら
８
％

に
増
税
さ
れ
る
と
市
民
所
得
、
所
得
税

等
に
も
影
響
が
出
る
。

　
天
草
市
・
天
草
市
民
に
は
、
ど
の
よ

う
な
影
響
が
出
る
の
か
う
か
が
う
。

答
弁　
　
　

  　

合
併
前
の
資
料
が
な

く
説
明
で
き
な
い
。
増
額
と
な
る
３
％

分
の
う
ち
国
が
２
・
0
8
％
、
地
方
交

付
税
・
地
方
消
費
税
と
併
せ
て
０
・
９

２
％
の
配
分
が
あ
る
。

【
イ
ベ
ン
ト
広
場
に
常
設
テ
ン
ト
を
】

　
　

  

多
く
の
観
光
客
は
、
イ
ベ
ン
ト

と
同
時
に
そ
の
地
域
の
特
産
品
を
求
め

て
こ
ら
れ
る
。
天
候
を
気
に
せ
ず
買
い

物
が
出
来
る
環
境
が
整
え
る
た
め
に
も

可
動
式
テ
ン
ト
の
設
置
を
提
案
す
る
。

　
　
　
　

  

目
的
外
の
利
用
と
な
り
、

設
置
で
き
な
い
。

【
い
つ
で
も
水
産
物
を
供
給
で
き
る
為

の
蓄
養
施
設
を
】

　
　

  

天
草
を
訪
れ
る
観
光
客
は
、
新

鮮
な
魚
介
類
を
求
め
て
来
遊
さ
れ
る
。

せ
っ
か
く
来
た
の
に
新
鮮
な
魚
介
類
が

な
か
っ
た
り
す
る
こ
と
は
、
天
草
市
に

と
っ
て
マ
イ
ナ
ス
イ
メ
ー
ジ
。
ま
た
、

魚
価
安
定
の
た
め
に
も
蓄
養
施
設
が
必

要
で
あ
る
。

答
弁   　
　

関
係
者
と
議
論
し
て
い
き

た
い
。

　
　  

学
校
統
廃
合
で
受
け
入
れ
側
の

施
設・設
備
の
整
備
は
整
っ
て
い
る
か
。

教
職
員
住
宅
な
ど
空
き
家
対
策
は
、
ど

の
よ
う
に
す
る
の
か
。

答
弁　
　

  

学
校
や
保
護
者
の
意
見
を

伺
い
、
整
備
を
行
う
。
校
内
外
の
点
検

を
行
う
。

鶴
戸　
お
も
て
な
し
へ
の
取
り
組
み
に

つ
い
て
う
か
が
う
。

 

観
光
文
化
部   

地
域
や
各
種
団
体
等

と
の
連
携
も
図
り
な
が
ら
、
お
も
て
な

し
の
輪
が
島
民
全
体
に
広
が
っ
て
い
く

よ
う
に
取
り
組
ん
で
参
り
た
い
。

　

ま
た
、
施
設
や
景
勝
地
等
へ
の
案
内

板
、
広
域
サ
イ
ン
に
つ
い
て
は
、
老
朽

化
し
た
も
の
か
ら
更
新
し
、
今
後
、
状

況
に
応
じ
て
新
設
、
撤
去
、
補
修
を
進

め
た
い
と
考
え
て
い
る
。

教
育

地
域
に
愛
着
を
持
ち
、
誇
り

に
思
う
心
を
育
む
た
め
の
「
ふ
る
さ
と

体
験
学
習
」
を
充
実
さ
せ
る
と
と
も
に

関
心
を
持
っ
て
取
り
組
ま
せ
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
い
る
。

鶴
戸　
雇
用
の
場
の
提
供
に
つ
い
て
う

か
が
う
。

経
済
部 　

雇
用
の
創
出
を
図
ろ
う
と

い
う
起
業
へ
の
支
援
、
新
た
な
取
り
組

み
、
産
業
振
興
事
業
を
実
施
し
、
６
次

産
業
化
支
援
事
業
の
実
施
、
企
業
の
農

業
参
入
支
援
、
農
業
の
担
い
手
育
成
、

働
く
場
の
確
保
を
図
る
た
め
の
天
草
市

農
業
担
い
手
公
社
の
設
立
に
向
け
て
取

り
組
み
、雇
用
の
確
保
を
図
っ
て
い
る
。

市
長  

二
地
域
就
労
事
業
に
よ
る〝
人
〞

の
誘
致
に
よ
る
各
種
産
業
の
振
興
、「
６

次
産
業
化
や
産
業
間
連
携
施
策
」
を
展

開
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
産
業
の
新
た

な
価
値
を
生
み
出
し
、
稼
げ
る
産
業
づ

く
り
を
実
現
さ
せ
て
い
き
た
い
。

　
　

  

職
員
採
用
試
験
に
つ
い
て
う
か

が
う
。

総
務
部 　

学
芸
員
や
建
築
士
と
い
っ

た
専
門
職
の
採
用
は
、
定
員
適
正
化
計

画
を
基
本
と
し
、
中
長
期
的
な
職
員
数

や
年
齢
構
成
を
考
慮
し
な
が
ら
実
施
し

て
い
る
。

市
長  

新
た
な
行
政
需
要
へ
の
対
応
、

住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
つ
な
が
る
分

野
に
つ
い
て
は
専
門
職
の
採
用
を
進
め

て
い
き
た
い
。

中
小
業
者
の
経
営
・
地
域
活
性
化
の
対
策

・
学
校
統
廃
合
が
す
す
む
中
で

お
も
て
な
し
へ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

雇
用
の
場
の
提
供
に
つ
い
て

鶴戸継啓
議員

鶴
戸

鶴
戸

鶴
戸

北
野　
廃
校
跡
地
等
の
有
効
利
用
に
つ

い
て
、
今
後
の
進
め
方
は
。

総
務
部
長　

昨
年
度
策
定
し
た
基
本
方

針
を
基
に
地
元
地
域
に
計
画
募
集
を

し
、
８
施
設
を
貸
与
し
た
。
そ
の
他
は

公
募
を
す
る
予
定
。

北
野　
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
発
電
用
地
に
貸

し
付
け
た
が
、
具
体
的
な
条
件
は
。

総
務
部　
　

楠
浦
町
は
約
３
万
２
千

㎡
、
期
間
20
年
、
借
地
料
は
年
額
４
３

３
万
円
。
倉
岳
町
浦
は
２
万
９
千
㎡
、

期
間
20
年
、
借
地
料
は
年
額
１
８
４
万

円
で
あ
る
。

北
野　
保
育
所
民
営
化
の
計
画
と
今
後

の
予
定
に
つ
い
て
。

健
康
福
祉
部 　

国
の
子
ど
も
・
子
育

て
支
援
新
制
度
に
よ
り
、
25
年
度
中
に

ニ
ー
ズ
調
査
を
実
施
し
、
26
年
度
ま
で

に
計
画
の
策
定
と
並
行
し
て
民
営
化
計

画
の
見
直
し
を
行
っ
て
い
く
。

北
野　
世
界
遺
産
登
録
に
向
け
て
の
課

題
に
つ
い
て
。

観
光
文
化
部 　

構
成
資
産
「
天
草
の

﨑
津
集
落
」
の
家
屋
等
の
保
全
等
景
観

の
維
持
が
重
要
で
あ
る
。
駐
車
場
・
ト

イ
レ
・
休
憩
所
等
の
整
備
も
必
要
と
な

る
。

北
野　
広
域
連
携
に
よ
る
歴
史
探
訪
ル

ー
ト
づ
く
り
が
必
要
で
は
な
い
か
。

観
光
文
化
部 　

雲
仙
天
草
観
光
圏
整

備
事
業
の
中
で
、
島
原
・
天
草
巡
礼
マ

ッ
プ
や
地
域
の
キ
リ
シ
タ
ン
関
連
史
跡

を
巡
る
コ
ー
ス
等
の
看
板
な
ど
を
整
備

し
て
い
き
た
い
。

北
野　
横
浜
の
イ
ト
ー
ヨ
ー
カ
ド
ー
立

場
店
の
イ
ン
シ
ョ
ッ
プ
の
今
後
の
展
開

に
つ
い
て
。

経
済
部  　

都
市
圏
で
の
販
路
拡
大
と

天
草
ブ
ラ
ン
ド
の
確
立
を
目
的
に
開
設

し
た
。
着
実
な
伸
び
も
あ
り
引
き
続
き

事
業
を
展
開
し
て
い
く
方
向
で
検
討
し

て
い
る
。
今
後

は
催
事
な
ど
で

販
路
拡
大
や
観

光
面
で
の
情
報

発
信
な
ど
、
全

体
の
P
R
拠
点

と
し
て
機
能
強

化
し
た
い
。

市
有
地
等
の
利
用
、
世
界
遺
産
と
課
題

保
育
所
民
営
化
・
イ
ン
シ
ョ
ッ
プ
に
つ
い
て

北
野

北
野

北
野

北
野

北
野

北
野

北野鋼一
議員

浜崎義昭
議員

浜
崎

浜
崎

浜
崎

浜
崎

お
も
て
な
し
宣
言
を
さ
れ
た
事
業
所
に

交
付
さ
れ
る
認
定
証
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一 般 質 問

　9月議会では、議員提出第10号として「投票所
再編の見直しを求める決議について」を提出し、
全会一致で可決しました。
　投票所数については、合併当時は120カ所あっ
たものが、その後の見直しにより平成25年5月ま
でに94カ所に再編されている現状であります。
　なお、旧市町で未実施のところ、7ヶ所も削減
されたところと地域でバラツキがあります。この
ような状況は、合併協定中にある「人口分布及び
地理的条件」を十分考慮した再編とは言い難い状
況であるため、投票所の再編については、市民か
ら提出された署名を重く受け止め、地域的バラン
スや投票所までの距離、利便性、そして高齢者や
弱者に対する配慮などの再検討を強く求めました。

「投票所再編の見直しを求める決議」
　　　　を全会一致で可決しました。

決議


